
　
　
　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
建
設
計
画
①
こ
れ
ま
で
の

流
れ
と
、
い
ま
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
②
基

本
実
施
設
計
業
務
委
託
の
中

で
、
作
業
部
会
及
び
協
議
会

を
設
置
す
る
意
義
は
。
③
協

議
会
の
冒
頭
挨
拶
で　
「
作
業

部
会
で
は
意
見
は
聞
く
が
聞

き
流
し
、
実
際
の
決
定
は
協

議
会
で
進
め
て
い
く
」
と
発

言
さ
れ
た
と
聞
く
が
意
図
は
。

④
責
任
の
所
在
は
。
⑤
学
校

給
食
会
の
意
見
が
聞
き
入
れ

て
も
ら
え
な
い
と
聞
く
が
。

⑥
教
育
委
員
会
が
提
示
し
た

建
設
予
算
で
は
足
り
な
い
懸

念
も
あ
る
が
。
⑦
こ
う
い
っ

た
事
を
踏
ま
え
市
長
・
教
育

長
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

①
現
在
の
６
ヵ
所

の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
の
で
１

ヵ
所
に
集
約
し
、
新
基
準
に

合
っ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
計
画
。

②
作
業
部
会
の
意
義
は
実
務

的
な
事
項
を
協
議
す
る
場
、

協
議
会
の
意
義
は
作
業
部
会

で
方
向
性
を
出
し
た
も
の
に

つ
い
て
、
予
算
的
な
も
の
を

加
え
検
討
す
る
場
。
④
責
任

は
す
べ
て
教
育
委
員
会
に
あ

る
。
⑥
そ
の
当
時
は
そ
れ
で

で
き
る
と
い
う
思
い
を
し
て

い
た
。
改
め
て
甘
か
っ
た
。

⑦
市
、
学
校
給
食
会
、
栄
養

士
部
会
、
建
設
と
一
丸
と
な

っ
て
、
新
基
準
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　

③
無
視
す
る
と

い
う
意
味
で
は
な
く
、
作
業

部
会
で
決
定
で
き
な
い
よ
う

な
困
難
な
意
見
や
、
事
柄
に

つ
い
て
は
協
議
会
で
決
め
て

い
く
。

　
　
　
　
　

⑤
建
設
部
と
、

教
育
委
員
会
の
連
携
不
足
も

あ
り
、
誤
解
を
与
え
た
。

　
　
　

⑦
教
育
委
員
会
と
、

建
設
部
に
は
、
学
校
給
食
会

や
栄
養
士
部
会
の
方
々
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
事
業
の

推
進
を
図
る
よ
う
に
指
示
し

て
い
る
。

　
　
　

工
事
現
場
の
竣
工
検

査
に
つ
い
て
、
南
島
原
市
の

建
設
業
者
の
多
く
か
ら
、
検

査
の
簡
素
化
を
出
来
な
い
も

の
か
、
と
聞
く
が
、
南
島
原

市
の
建
設
行
政
に
合
っ
た
、

検
査
方
法
に
変
更
で
き
な
い

も
の
か
。

　
　
　
　
　

県
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
、
効
率
化
、
簡
素

化
で
き
る
点
は
な
い
か
、
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

議
員　

県
の
よ
う
に
必
ず
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

必
ず
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
事
で

は
な
い
。

※

現
場
の
施
工
方
法
に
つ
い

て
・
建
設
現
場
の
発
注
の
仕

方
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都

合
上
割
愛
し
ま
す
。

市長／新しい基準の給食
センターを造って、子供
達に配食をする。

　
作業部会・
協議会の意
義は

作業部会・
協議会の意
義は
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教
育
行
政
に
つ
い
て

建
設
行
政
に
つ
い
て

　
　
　
　

第
Ⅰ
期
総
合
計
画
が
、

平
成
29
年
度
で
終
了
す
る
。

こ
れ
か
ら
の
、
10
年
間
の
、

南
島
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
で
あ
る
、
第
Ⅱ
期
総
合

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
思

い
は
。

　
　
　

新
計
画
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
一

人
ひ
と
り
の
〝
し
あ
わ
せ
〞

の
た
め
に
み
ん
な
で
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
た
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
思
い
描

く
幸
せ
は
、
様
々
で
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
個
々
の
考
え
を

尊
重
し
な
い
ま
ま
、
行
政
が

一
方
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
も
意
味
が
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
性
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
市
民
と

行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
こ
れ
が
基
本

理
念
に
込
め
た
思
い
だ
。

　
　
　

新
計
画
を
策
定
す
る

に
は
、
第
Ⅰ
期
総
合
計
画
の

評
価
、
進
捗
状
況
を
検
証
し

た
上
で
な
い
と
、
策
定
さ
れ

な
い
と
思
う
が
、
評
価
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

計
画
全
体
で
、
１

０
０
％
以
上
達
成
し
た
の
が

約
45
％
、
90
％
以
上
達
成
し

た
の
が
17
％
、
80
％
以
上
達

成
し
た
の
が
13
％
。
こ
の
80

％
以
上
を
総
合
す
る
と
大
体

76
％
で
、
８
割
近
い
項
目
で

達
成
し
た
と
い
う
ふ
う
に
評

価
し
て
い
る
。

　
　
　

本
年
４
月
に
実
施
さ

れ
た
、
小
中
学
校
の
実
力
テ

ス
ト
の
結
果
が
、
本
市
は
全

国
平
均
よ
り
上
回
る
科
目
が

な
か
っ
た
、
と
新
聞
で
掲
載

さ
れ
て
い
た
が
、
市
長
、
教

育
長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
の
か
。

　
　
　

今
回
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
が
、
全
国
平
均
の

正
答
率
を
下
回
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
市
長
と
し
て
は
残

念
に
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

中
学
校
の
数
学
で

は
、
Ｂ
問
題
に
お
い
て
改
善

傾
向
が
見
ら
れ
、
活
用
す
る

力
が
伸
び
て
い
る
、
と
い
う

面
が
あ
る
も
の
の
、
大
変
残

念
な
結
果
で
あ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
小
中
学
校
に
お

い
て
、
さ
ら
な
る
授
業
改
善

を
行
い
、
子
供
た
ち
の
学
力

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

教
育
も
、
人
口
減
少

対
策
や
、
市
活
性
化
に
も
繋

が
っ
て
行
く
。
是
非
、
学
力

向
上
対
策
と
、
今
後
の
総
合

計
画
に
則
っ
た
、
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
頂
き
た
い
。

吉田幸一郎議員

全国学力テ
ストの結果
について　

全国学力テ
ストの結果
について　
市長／残念だ。
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